第１００回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　　　平成２７年１月１６日（金）午後６時～
２．開催場所　　　　　沼津市魚町１番地サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総数　　　６名
出席者数　　 ５名
欠席者数　   １名　　
出席委員氏名　　　清水　義一
　　　　　　　　　荻生　昌平
　　　　　　　　　保坂典子 
　　　　　　　　　井上　純代　　　　　　　       　　　
　　　　　　　　　　         川口　真澄
　　　　　 　　

放送事業者出席者　佐藤　恭平、　市川　隆義

４．議　　題
平成２７年１月１２日（月）　２０：００～２０：３０（放送）
　　　　　
番組名　「ＧＯ！ＧＯ１ＳＣＲＵＭ」
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中ご出席賜り、誠にありがとうございます。本日は記念すべき第１００回エフエムぬまづ番組審議会になります。本日は千野　慎一郎先生１名が欠席です。また、今回からＪＣからの委員は木村さんから川口さんにバトンタッチされます。お聴きいただく番組は１月１２日に放送しました「ＧＯ！ＧＯ！ＳＣＲＵＭ」です。この番組は、ＪＣが提供しておりまして、今年度からタイトルがゴーゴー狩野川から変更になりました。本日は委員５名出席で過半数を満たしておりますので番組審議会は成立しております。

ご審議の程宜しくお願いいたします。　それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
　　（会社側：佐藤）　それでは、清水委員長、ご審議の程よろしくお願いいたします。

（清水委員長）　　それでは荻生さんからお願いします。

（荻生委員）　　　「ＧＯ！ＧＯ！ＳＣＲＵＭ」はＪＣが提供しており、出演者もＪＣの方ですからＪＣのコンセプトや若者の考え方、などをもっと出ればよかった。友達同士の雑談で終わっておりもっと踏み込んでいけばいいと思いました。
　　　　　　　　　出てくる話題も踏み込みも足らなくて、知識は出てきますがどのようにすれば活性化に繋がるなど具体性が足りないと思う。

（井上委員）　　　若い方々ですので内々の話としてもＪＣへの取つ掛かりとしてはいいと思いますが、私もＪＣなるものは良く耳にするのですが、どのような活動をしているのかよく知りません。ゴーゴー狩野川の時から番組も長くやっておりますので改まって「ＪＣって何」と言わなくてもいいのですが、会話の中でうまく話を出してほしいと思います。
　　　　　　　　　また、ＢＧＭが曲によって、おしゃべりが聞き取りにくい曲があったので考慮してほしいと思います。
（保坂委員）　　　最初はぎこちなく、そして楽しそうに一生懸命話をしていて良いと思っていたが、３０分同じ調子で話しており、中盤でもう少しＪＣが何をやっているとか、地域の紹介とかを入れるともう少し引き締まりいいと思う。
　　　　　　　　　また、マイクの位置か悪いのか、座る位置が悪いのか人によって声が大きかったり、小さかったり音にむらがあり聴きにくかった。　　
（清水委員長）　　それでは川口さんお願いいたします。川口さんはＪＣのメンバーですからコメントがしにくいと思いますが、客観的な立場からコメントをお願いいたします。
（川口委員）　　　確かに自己紹介から入り雑談で終わってしまった感じです。番組担当と話をして変えていきたいと思います。もっと地域のこと、自分たちの活動のことなど、今、自分たちは灯篭流しなど力を入れていますのでその様なところの話を取り入れたりしたいと思います。
（清水委員長）　　以前はＪＣの方々とも色々交流がありましたが、最近はメンバーも少なくなり元気がなくなっている。若い方は力、情熱があり、ないのは経験だけである。シニアの人の意見を聞き、まちづくりをしていくような活動をしていけばいいと思います。　　

（会社側：佐藤）　本日は川口委員には初めてであって申し訳なかったけど、是非フィールドバックしていい番組にしていただきたいと思います。
(清水委員長)　　本日はこれで終わります。次回は３月１３日金曜日でお願いいたします。
　　　　　　　　

　　　　　　　
(会社側：佐藤) 　本日は大変ありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２７年３月１３日（金）午後６時より行う予定です。
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